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第
1
部 

第
1
部 

特
別
講
演
会 

2
0
1
0
年 

3
月
7
日（
日
） 

午
後
2
時
〜
4
時 

湖
東
焼
は
文
政
十
二
年
1
8
2
9
年
に
絹
屋
半
兵
衛
が

伊
万
里
か
ら
職
人
を
招
き
、芹
川
畔
に
窯
を
築
い
た
の
が

始
ま
り
で
す
。そ
の
後
幾
多
の
変
遷
は
あ
り
ま
し
た
が
、

直
弼
公
の
積
極
策
に
よ
り
湖
東
焼
の
名
品
が
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
回
、直
弼
公
が
高
級
品
や

日
常
品
の「
湖
東
焼
」を
彦
根
の
産
業
の
柱
に
す
べ
く

育
成
し
た
事
を
踏
ま
え
、湖
東
焼
の
文
化
や
独
自
の
技
術

を
再
認
識
す
る
べ
く
、特
別
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

第
2
部 

第
2
部 

記
念
交
流
会  

　
　
　
　
午
後
5
時
〜
7
時 

●● 会
　
場 : 

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦
根 

（
送
迎
バ
ス
に
て
移
動
） 

会
　
費 : 

4
0
0
0
円 

（
当
日
会
場
に
て
徴
収
） 

● 

湖
東
焼
の
愛
好
家
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
パ
ー
テ
ィ
ー 

● 

鑑
　
定 

（
鑑
定
料 

一
品 

1
0
0
0
円
　
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
） 

宛
て
先 : 

〒
5
2
2-

0
0
6
4  

彦
根
市
本
町
1-

6-

2
2 

           

湖
東
焼
を
育
て
る
会 

● ●
3
月
上
旬
に
受
講
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

お
申
し
込
み
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、 

2
月
２８
日
必
着
ま
で
に
左
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。 

F
A
X
、E
メ
ー
ル
か
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。 

1

2

3

4

6

5

　 

お
名
前
　  

郵
便
番
号
・
ご
住
所
　  

電
話
番
号
　 

　 

第
１
部
の
参
加
　  

第
2
部
の
参
加
　  

湖
東
焼
鑑
定
の
希
望 

彦根市 市民創造事業 

会
　
　
場 : 

彦
根
城
博
物
館 

能
舞
台 

見
所 

募
集
人
員 : 

1
5
0
名 

会
　
　
費 : 

無
料 

（
但
し
、申
し
込
み
が
必
要
で
す
） 

主
　
　
催 : 

N
P
O
法
人 

湖
東
焼
を
育
て
る
会 

後
　
　
援 : 

井
伊
直
弼
と
開
国
1
5
0
年
祭
実
行
委
員
会  

彦
根
市
・
彦
根
市
教
育
委
員
会 

基
調
講
演 : 

谷
口 

徹 

氏 

（
テ
ー
マ : 

湖
東
焼
の
美
と
盛
衰
） 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

（
テ
ー
マ : 

湖
東
焼
か
ら
学
ぶ
） 

パ
ネ
ラ
ー : 

谷
口 

徹 

氏 

・
杉
岡
茂
郎 

氏
・
幹
山
繁
太 

氏  

中
川
一
志
郎 

氏 

・ 

小
井
川  

理 

氏 

湖東焼の美と盛衰を学ぶ 
改めて 

銀欄手赤絵菊花文盃 文龍作 



〒522-0064  彦根市本町1-6-22 
TEL・FAX： 
E-mail： 

 

0749-24-6711 
info@kotoyaki.com

お問い合わせは… 

“特別講演会”と“パネルディスカッション”パネラーのご紹介 

谷口  徹 氏 

略歴 

・１９５３年 滋賀県に生まれる 

・明治大学文学部考古学専攻科卒 

・１９８６年 彦根城博物館 
　　　　学芸課学芸員 

・２００４年 彦根市教育委員会 
　　　　文化財課学芸員 

・２００８年 彦根市教育委員会 
　　　　文化財部次長 

彦根市教育委員会 
文化財部次長 

テーマ 
「湖東焼の美と盛衰」　 

幹山  繁太 氏 

略歴 

・１９７３年 6代目幹山伝七の 
　　　　長男として生まれる 

・京都府立陶工高等技術専門校卒 

・現在6代目の下で7代目を 
  継承すべく日々研鑚中 

清水焼　陶芸家 

テーマ 
「幹山伝七と清水焼」 

杉岡  茂郎 氏 

略歴 

・１９６２年神戸市にて生まれる 

・大阪府立高槻北高等学校卒、 
  京都清水焼窯元にて修行 

・１９８７年 京都府立 
　　　　陶工高等技術専門校卒 

・１９９２年 滋賀県立陶芸の森、 
　　　　陶芸館にて近江の焼物の 
　　　　収集・調査に参加 

・たねや美濠美術館の学芸員として 
  企画・調査を担当 

たねや美濠美術館 
学芸員 

テーマ 
「湖東焼を収集する為の覚書」 

小井川  理 氏 
こいかわ　　   あや 

略歴 

・２００４年 彦根城博物館の 
　　　　学芸員（茶道具・ 
　　　　調度担当）になる 

彦根城博物館　学芸員 

テーマ 
「湖東焼と直弼公」 

中川  一志郎 氏 

略歴 

・１９５８年 信楽焼雲井窯4代目 
　　　　一辺陶の二男として 
　　　　生まれる 

・京都府立陶工高等技術専門校卒 

・１９８６年 彦根市沼波町に築窯、 
　　　　湖東焼を再興する 

・２００２年 彦根芹川畔に 
　　　　芹川工房を構える 

・２００７年 滋賀県伝統的工芸品 
　　　　認定を受ける 

再興湖東焼　陶芸家 

テーマ 
「湖東焼との出会い」 
「伝統文化の継承と継続」 

皆さん来て下さい。見て下さい。できたら粘土に触って下さい。 

湖東焼を育てる会の略歴 
● 湖東焼復興推進協議会が前身 
● 平成17年 滋賀県の認証を受け 
　 NPO法人「湖東焼を育てる会」になる 
● 平成19年3月 晒屋窯完成 
● 現在の会員数90名 

故郷・その文化・自然・物つくりなど「好きな人」の集まりです。 
日本の伝統文化として誇れる「湖東焼」の再興を夢みつつ、 

陶芸を学び、その普及のため、陶芸教室などに取り組んでいます。 

アートフェスタに参加 

晒屋窯完成火入れ式 大老楽試し焼 

ロクロ実演 

抹茶碗制作風景 

備前焼研修旅行 

晒屋窯窯出し 

NHK取材・呉須にて絵付け 

湖東焼を育てる会は 
積極的に地域社会と 
連携・活動しています。 会員募集中です 


